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重末むこ務処理問題

いま日本では一般廃薬物 (家庭ごみ十事業所

ごみ)と呼ばれるごみが学問約 51100万トン(東

京ドーム 137杯 分)産 業廃薬物と呼ばれるご

みは約 4億 トン発生しているそうです(厚生省

1996)。前者は市町村が処理去にを負い 8割

近くが可然ごみとして焼却処理され 残 りは,

サイクル 埋 め立て処分されていまえ 後者は

'F出した事業者にIIt理資にがあり 焼 却や脱水

lt理をして半分ヤiどに滋とした後 7割 がリサ

イクル 3割が最終処分場に埋め立てられます。

しかしこの処分場は前者で 11年  後 者で 3年

分はどの余裕 しかなく (1997)新 たな施設を

造るに当たつては住民とのトラブルがあちこち

で発生し ま た 産 業廃菜物は中小の弱小業者

が処理を請け負うことが多いため 悪 質業者に

よる不法投業があとを絶たず 各 地で大問題を

引起こしていることはよくご存知の通りです
一方で人類は今世紀中に石油 天 然●Vスなど

化石燃t4の枯渇という深刻な事態を紹き ご み

の焼却などは不可能になりまiご み処理問題

i重大であり 21世 紀最大の問題に数えられて

います。われわれが生ごみlF肥化にこだわり

ごみ焼却を無くしたいと考える背景には こ の

ような差し迫つた事態があるので汽

8tp炉のけいエコ々 ウンを

自治ffがごみ 1ト ンを焼却処理する事業費は

1973年 当時で 4万 円だつたそうで,、 その後

ダイオキシン対策もあつて費用は増大を祝け

いまでは2倍 ほどに膨れ上がつて 地 方財政を

大きくE迫 しています。ごみ焼却は汚いものを

周りから一掃し 一 見 清 稗で使適な気分を与

えてくれます。 しかしその背後には要のページ

で触れるように さ まざまな寮境負市の問題を

はらんでいます 一 方 生 ごみの堆肥化は自然

の摂理に沿つたものであり 環 境への負荷は小

さいといえます.そ こでわれわれは次のような

「宙津エコタツシ!構 想を提唱しています

まず阿蘇海のへどろからゼオライ トを合成

し それで生ごみを堆肥にして有機野菜を育て

旅館 学校 市民を対象に地産地消を進めます

また 期 顔を中心に4Lあふれる町づくりを進め

ます 一 方 生 ごみと一緒に搭てていた紙塩

布されは然村にしまえ すると下図から分かる

ように可燦ごみは無くなり 凝 却炉はいらなく

なりまi富 津市は可際ごみの処理費用のほか

焼却炉の建投 維 持費が不要となり 逆 に毎年

9千 トンの CO,の 排出枠が得られます ま た

阿離海から1■毎年 2500ト ンのべどろがタダで

際去でき 環 境修夜が図れます

ごみの理め立て ‐峻廃菜物の内訳 (■II蔀
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タイオキシン頭の発生

猛毒といわれるダイオキシン類の生成には不

明な点もありますか す 機物を然やすとき塩業

があると生成するとされていま汽 どんなもの

にも塩分はわずかに含まれることから 夕 / コヽ

を吸つてもダイオキシン頚は発生します 特 に

生ごみは塩分を多く含むため ダ イオキシン類

発生の 8～9割 はごみ純却に出来するといわれ

また ところでダイオキシン類の毒性について

は ヒトヘの影響は少ないとする説もあります

しかし国民の不安感 拒 絶反応は大きく そ れ

を払拭するため ダ イオキシン類の発生抑制に

はごみを 800T以 上の高温で 十 分な時間総焼

させる必要があることから 焼 却炉は大型化

重装備化 ハ イテタ化が進むばかりです。

ごみ焼却ではダイオキシン類の他に N3X

とか SOXと いつた大気汚楽物質も大量に排出

されまあ 生ごみの控肥化は世界的な流れでも

あり 雑 却は一刻も早くやあるべきです

賃金爵の憩嶺

生ごみの有するミネラル 微 量元表といった

有用物質 ま た 紙 の印刷用インクにはわすか

ながら々 属分が含まれます し たがってごみを

続却すると灰の中に量金属とよばれる有害物質

が渋補されてきます 下 表はある目お作のごみ

焼却灰の分析例です

飛灰Ⅲのよ金属含有五 (ngAgl

金 属 飛  灰

鮎

ドミウム

水銀

クoム

ひ素

セレン

5 0 3

1 3 5

0 1 3 1

6 5 8

12

64

こうした灰 i「管理型Jと 呼ばれる処分場に埋

め立てられますが 長 期保管の間には遮水ゴム

シー トの劣化 破 損が考えられ 実 際そうした

ことで重金属の流出事故も起きています。

温聴化イスの排出

環境省 iごみ焼却に件なう C02の 排出係数

を o34と 定めています ごみ 1ト ンをlFやすと

034ト ンの通暖化ガメ CO」を排出するという

意味で,、 しかし可捺ごみは生ごみ 紙 などの

納軽物からなり 除 えて COIを 発生 してもその

C02を 吸収 してfrび野菜とか木に戻るため 本

来 CO,を 排出しないハズで,■ ところが生ご

みには 90%ほ どの大量の水分が含まれるため

これを 800℃以上の高温で安定して除やすには

大量の総料が必要となり こ の燃料が C02JI出

の原因になっているのでえ 上記数値から逆算

すると ご み 1ト ン練やすのに約 130リ ントル

(ポリタンク 7杯 分)の 総料が必要ということ

になります。いま臣本は京都鋒定書で約束 した

CO]削 減に昔慮 し 削 減義務のないハンガリー

などの途上国から ト ン 2千 日で COを排出枠を

購入 しようとしています。ごみ焼却でつまらぬ

出費を増や しているのです

有機輸駒 鶴産地消を

今世紀中に人類 よ石油の枯渇に直面しまえ

そのと言最も打撃を受けるのは藤業で 世 界人

日の半分 (30信人)か 観`死するとの予測があり

ます。現代農業ri石油がないと立ち行かないか

らです 食料自給卒 39%穀 物にいたつては26%

の日本の現状は 安全保障の上からも危険です

しかしいまの日本の農業の現状は半分が 65歳

以上の高齢者に支えられ 農 llは機械化 化 学

化によつて上の強造 養分′`ランスが枝壊され

疲弊しているといいます 土 地から作物を収暮

するばかりで 土 中生物の餌となる有撒物を上

地に返さないおヽらです。作物をおいしく頂いた

ら 余 りを堆肥にして土地に返すこと (有機農

苫)は 大切で こ の継枕的物質循環が上中の生

物相を活性化させ バ ランスのよい養分の時蔵

腹をつくり 土 地を把浜にしてくれるのです。

こうした有機物循環に支えられた地産地消こそ

が わ れわれを飢競から守る道なのです。
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京都隔の書驚事猟に 燈いとう言で末■処理を

われわれがかねて計画し 実 現化を目指して

きた生ごみを中心とするエヨタウンの形成が

いよいよ宮津エヨの環 (別rFエヨリング〉件築

研究事業として働き出すことになりました。東

都府が募集していた 「NPOか らの提案型車業J

(緊急雇用対策革準)の 経択事業 2o件 のうち

の一つに避ばれたからです (応募総数 256件)

事業の内容ri市内の旅館 学 校 隣 組などで

発生する生ごみを 各発生駒所で控肥化処理し

できた堆肥です機野菜 花 を殺培して発生元

あるいは市民 観 光客にリサイクルし ま た

町なかを花で飾る術原システムの基礎を実こう

とするものです.官 津市も全面的協力を約束し

ていてくれまえ いまはエヨプームで生ごみの

控肥化も 有 機野菜も決して珍しい取り組みで

はありません し かし生ごみ堆肥にこだわつた

高穣野菜の殺培とか花いっぱい通動 ま た 全

市的循環システムわくりとなると ま だ珍しい

取り組みといえま丸 実現すれば宮岸市は先理

的環境都市になるでし=う わ れわれは最終的

にはごみ焼却炉の薦止を狙つていますが そ こ

まで行けば画期的先館都市といえます

いままでわれわれは発泡スチ,― ル製 トロ箱

を利用した堆肥箱 (ちびぞう)で  各 日人をの

生ごみ処EEを進めてきました。今回の言津工」

の環梅案研究事業では 旅 館とか学校といつた

大量に生ごみが発生する場所での処理を考えて

います 生ごみには90%ほ どの水分が含まれる

ため 堆 肥化を進めるにli生ごみ lk`当 たり

750mlも の大量の水を飛ばす必要がありまえ

これを微生物の発熱エネルイーだけでまかなお

うとすると処理■に制限が生じ こ れをどうや

って支級するかが大きな擦題です。事業ではい

ろいろなサイズの木箱に断孫材を内張りし こ

れに鎌枠をはあて回ほ 携 絆を容易にした大型

の雑胆箱 (たいて,君)を市内数″所に設置し

生rみ 処理との見極め 処 理■アップの試みを

いろいる禎索していこうと考えています こ う

した木箱の製作にはネエ加工の細練者が必要で

すが 幸 い今回の事業で採用した笠井隆平さん

61歳 (宮岸市須津在住)は 木工加工が得意で

アイディアマンでもあり 今 後の活暉が発しみ

です
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笠井隆平さんとたいぞう君



48Bの麟角

今年の春から生ごみの糊 日づくりをおあた方

がいまえ その方はできた細 日をせつせと畑に

入れ いろいろな夏野葉を育てられたそうで汽

天候不ltRで野菜が不作といわれるなか と ても

甘くて美味しいスイカが出来 き ゅうりも色つ

やがよくて 本 来の味のするものが取れたと嬉

しい報告をしてくれました。

生ごみ堆肥化を去同で行なっている須溝 8番

組の畑でも なす ピーマン トマ ト 里 いも

しょうがなどを植えました。「ここのは不思議と

虫がつかんナーJと いう声も聞きます しかし

薬物にはまだ虫がつく課題がありまiた だ

堆lEは微生物の塊りであり 上 に命を与えてく

れることは間道いありません。写真は宮津方式

でつくつた生ごみ堆肥ですが 他 法に比較して

ふわふわしたカステラ状のものが得られまi

きつと微生物が多いからだと信じ これからも

生ごみ控拐Bを畑に入打続 けていきたいと考えて

いまえ

宮津方式による生ごみ堆肥

下表は 毎 年大量の肥料と農薬を投与してい

るIR行畑と 自 然盛法畑の上壌を比較したもの

です毛 大量の肥料が校入される慣行畑に比ベ

微生物の多い自然農法畑の方が却つて窒無のと

は多く 多 権な生命が生魯する畑の方が豊かな

土壕を作ることが分かります。

慣行農法と自然農法の上嘆比殺 (alダ上壌loo,

化学肥門の使われ有

妹 村秋則
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|"自然栽培ひとす じに
"

西洋あせ伊おの畿培

今夏も生ごみ控肥によるヘプンリープルーの

栽指に桃戦しました。今年は権雨が最く 何 撫

かが根磨れを起こしましたが 残 りは 7月 頃か

ら例年になく多くの花を咲かせ 薬 のをき上が

りもなく ま あまあの成果でした。ポイントは

①丈えな首を育てる ② プランターに移植後は

摘心 (業数が 4-5枚 になったら先瑞を切る)を

して 脇 芽 根 の成長を4」Pす ③ つるが所定の

高さになつたらそれ以上伸ばさない ④ 元肥は

経えめにして追肥で補う ① 水は葉つばの様子

を見ながら控えめに与える な どです。

分析内容 慣行農法 自然農法

可給憶窒素量

欲生物窒素量

微生物炭兼量

151

109

190

176

130

445

★木tl秋則 :“自然織格錠 すじに
' 生ごみ控肥で育てたヘプンリープルー


